
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　指定されている繋ぎ合わせ方向の分割画像用の撮像を順次行なうことにより得た分割画
像を繋ぎ合わせて合成し、広い視野を再現するパノラマ画像を得るパノラマ撮影モードを
有する撮像装置であって、
　パノラマ撮影中に指定する繋ぎ合わせ方向を交互に指定する繋ぎ合わせ方向変更制御手
段と、
　この繋ぎ合わせ方向変更制御手段により交互に変更される繋ぎ合わせ方向に基づいて、
撮像される分割画像の繋ぎ合わせ方向を変更する繋ぎ合わせ方向変更手段と、
　を備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　広い視野を画角の範囲で分割して撮像して得た複数の分割画像を繋ぎ合わせて合成し、
広い視野を再現するパノラマ画像を得るパノラマ撮影モードを有する撮像装置であって、
　取込まれる被写体像を動画表示するスルー画像表示手段と、
　複数の記録画像の中から所望の記録画像を選択する記録画像選択手段と、
　前記スルー画像表示手段によって表示されているスルー画像の一部に前記記録画像選択
手段によって選択された記録画像の一部を重複表示する位置合せガイドを表示する位置合
せガイド表示手段と、
　を備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
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　指定されている繋ぎ合わせ方向の分割画像用の撮像を順次行なうことにより得た分割画
像を繋ぎ合わせて合成し、広い視野を再現するパノラマ画像を得るパノラマ撮影モードを
有する撮像装置であって、
　取込まれる被写体像を動画表示するスルー画像表示手段と、
　パノラマ撮影中に指定する繋ぎ合わせ方向を交互に指定する繋ぎ合わせ方向変更制御手
段と、
　この繋ぎ合わせ方向変更制御手段により交互に変更される繋ぎ合わせ方向に基づいて、
撮像される分割画像の繋ぎ合わせ方向を変更する繋ぎ合わせ方向変更手段と、
　位置合せガイドの表示位置と該位置合せガイドに重複表示する他の画像の一部分とを撮
像時に前記繋ぎ合わせ方向変更指定手段によって交互に変更指定される繋ぎ合わせ方向に
よって決定する位置合せガイド表示手段と、
　を備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項４】
　前記スルー画像表示手段は表示するスルー画像の一部に撮像する分割画像の撮影順序と
繋ぎ合わせ方向を示す撮像標識を表示することを特徴とする請求項３に記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はデジタルカメラ等の撮像装置によるパノラマ撮影技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
撮像装置で、風景等のような広い視野の被写体を対象にした画像を得る場合に、カメラを
動かしながら当該風景を画角の範囲で分割して撮像して複数枚の画像（分割画像）を得て
、後にそれら分割画像をずらしながら継ぎ目なく繋ぎ合わせて広い視野を再現するパノラ
マ撮影機能を備えたものがある。このパノラマ撮影機能を備えた撮像装置でパノラマ撮影
モードを選択すると１枚目の画像の撮影後、直前に撮影された分割画像の端部を表示領域
の一方の端部側に固定して表示し、残りの表示領域にＣＣＤからのスルー画像を連続させ
て表示していた。
【０００３】
しかしながら、上記方式では前回の画像とＣＣＤからのスルー画像を合せる際に、境界部
分のみを指標とするため、境界附近が同じ様な画像の連続になっている場合に境界がはっ
きりしないので合せにくいという問題点があった。
【０００４】
上記問題点を解決したものとして、デジタルカメラでパノラマ撮影をする場合に、直前に
撮影した分割画像の一部を位置合せ用ガイドとして液晶画面の左右いずれかの端に表示し
、次の被写体像の一部を位置合せ用ガイド部分と重ね合わせてる動作を繰り返しながら、
画像的に連続した分割画像を何枚か撮像し、後でずらしながら張り合わせ等により繋ぎ合
わせるパノラマ撮影方法がある。
【０００５】
このパノラマ撮影方法で、例えば、図１４（ａ）に示すような風景を連続して撮影してパ
ノラマ画像を得ようとする場合には、先ず、図１４（ｂ）の風景部分を撮影（シャッター
押し下げ）するとその分割画像データが記録されるがこのとき液晶画面には右側端部（Ａ
の部分）を位置合せ用ガイドとして残して表示するようにする。ユーザがカメラを右方向
に動かしていくと、図１４（ｂ）の右端の位置合せ用ガイド部分Ａが図１４（ｃ）に示す
ように左側に表示され、取込中の風景画像（スルー画像）と共に表示される。そして、こ
の位置合せ用ガイド部分にスルー画像がうまく合致したときに（図１４（ｄ））シャッタ
ーを押すと、つなぎめがスムーズなパノラマ画像撮影ができるほか、上下にずれの少ない
一連のパノラマ撮影が可能となる（図１４（ｅ））。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】

10

20

30

40

50

(2) JP 3804313 B2 2006.8.2



上記パノラマ撮影方式は、位置合せ用ガイドをファインダー（液晶画面）に表示すること
により簡単な操作で継ぎ目がスムースで上下にずれのないパノラマ画像を得ることができ
るが、位置合せ用ガイドとしてもっぱら直前に撮像した画像の一部を用いているので、下
記のような不便を生じていた。
（１）　既に撮像した画像で、撮り直しのきかない画像に続けるようした一連のパノラマ
撮影を行なうことができない点、
（２）　また、既に撮影したパノラマ画像の一部を撮り直すことができない点、（３）　
左端或いは右端から順番に撮影を行なうので、構図上、またはユーザにとって重要な被写
体を中央に位置させるように撮影することが難しく、場合によってはパノラマ合成のつな
ぎ目になってしまうことがあるという点。
【０００７】
本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、画像の撮像時期や撮像順序が異
なってもパノラマ撮影を行なうことができる撮像装置およびパノラマ撮影方法の提供を目
的とする。
【００１５】
　また、 の発明の撮像装置は、指定されている繋ぎ合わせ方向の分割画像用の撮像を
順次行なうことにより得た分割画像を繋ぎ合わせて合成し、広い視野を再現するパノラマ
画像を得るパノラマ撮影モードを有する撮像装置であって、パノラマ撮影中に指定する繋
ぎ合わせ方向を交互に指定する繋ぎ合わせ方向変更制御手段と、この繋ぎ合わせ方向変更
制御手段により交互に変更される繋ぎ合わせ方向に基づいて、撮像される分割画像の繋ぎ
合わせ方向を変更する繋ぎ合わせ方向変更手段と、を備えたことを特徴とする。
【００１６】
　また、 の発明の撮像装置は、広い視野を画角の範囲で分割して撮像して得た複数の
分割画像を繋ぎ合わせて合成し、広い視野を再現するパノラマ画像を得るパノラマ撮影モ
ードを有する撮像装置であって、取込まれる被写体像を動画表示するスルー画像表示手段
と、複数の記録画像の中から所望の記録画像を選択する記録画像選択手段と、スルー画像
表示手段によって表示されているスルー画像の一部に記録画像選択手段によって選択され
た記録画像の一部を重複表示する位置合せガイドを表示する位置合せガイド表示手段と、
を備えたことを特徴
【００１９】
　また、 の発明の撮像装置は、指定されている繋ぎ合わせ方向の分割画像用の撮像を
順次行なうことにより得た分割画像を繋ぎ合わせて合成し、広い視野を再現するパノラマ
画像を得るパノラマ撮影モードを有する撮像装置であって、パノラマ撮影中に指定する繋
ぎ合わせ方向を交互に指定する繋ぎ合わせ方向変更制御手段と、この繋ぎ合わせ方向変更
制御手段により交互に変更される繋ぎ合わせ方向に基づいて、撮像される分割画像の繋ぎ
合わせ方向を変更する繋ぎ合わせ方向変更手段と、位置合せガイドの表示位置と該位置合
せガイドに重複表示する他の画像の一部分とを撮像時に前記繋ぎ合わせ方向変更指定手段
によって交互に変更指定される繋ぎ合わせ方向によって決定する位置合せガイド表示手段
と、を備えたことを特徴とする。
【００２０】
　また、第４の発明は上記第３の発明の撮像装置において、スルー画像表示手段は表示す
るスルー画像の一部に撮像する分割画像の撮影順序と繋ぎ合わせ方向を示す撮像標識を表
示することを特徴とする。
【００２１】
【発明の実施の形態】
＜回路構成例＞
図１は、本発明のパノラマ撮影方法を適用可能な撮像装置の一実施例としてのデジタルカ
メラの回路構成例を示すブロック図である。
図１で、デジタルカメラ１００は、光学系１１、信号変換部１２、信号処理部１３、ＤＲ
ＡＭ１４、制御部２０、操作部３０、表示部４０、フラッシュメモリ５０および電源９０
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を有している。
【００２２】
光学系１１は、撮像レンズ１１１および自動絞り機構等（図示せず）を含み、撮像レンズ
１１１を介して集光された被写体像の光束を後段の撮像素子（ＣＣＤ）上に結像させる。
【００２３】
信号変換部１２は、ＣＣＤおよび信号変換回路等を含み、前段の光学系１１を介してＣＣ
Ｄに結像した画像を電気信号に変換し、デジタルデータに変換して一定の周期で出力する
。
【００２４】
信号処理部１３は、通常撮像モード時には信号変換部１２からの出力を処理して、デジタ
ルの輝度、色差マルチプレクス信号（Ｙ，Ｃｂ，Ｃｒデータ）等の信号成分を得て、Ｙ，
Ｃｂ，Ｃｒデータ（以下、画像データ）をＤＲＡＭ１４に転送し、一時的に記憶する。ま
た、スルー画像（動画）表示するために、取込んだ画像データを間引いて表示部４０に送
る。また、シャッター操作がされるとその時点の画像データを表示部４０に送って静止画
表示させる。
【００２５】
信号処理部１３は、また、記録保存の際にＤＲＡＭ１４に書込まれている画像データを読
み出してＪＰＥＧ圧縮処理を施し、再生時に記録用メモリ（フラッシュメモリ）５０に保
存記録されていた画像データに伸張処理を施して画像データを再生する。
【００２６】
ＤＲＡＭ１４は作業用メモリとして用いられ、撮像画像を一時的に記憶する画像バッファ
領域やＪＰＥＧ圧縮／伸張時の作業用領域等として用いられる。また、パノラマ撮影モー
ド時には図２に示すような領域構成をとることができる。
【００２７】
制御部２０はＣＰＵ、ＲＡＭ、プログラム格納用ＲＯＭおよびタイマ等を有したマイクロ
プロセッサ構成を有しており、ＣＰＵは、上述の各回路および図示しない電源切換えスイ
ッチ等にバスラインを介して接続し、プログラム格納用ＲＯＭに格納されている制御プロ
グラムによりデジタルカメラ１００全体の制御を行なうと共に、操作部３０からの状態信
号に対応してプログラム格納用ＲＯＭに格納されている各モードに対応の処理プログラム
やパノラマ撮影処理用プログラムを取り出して、デジタルカメラ１００の各機能の実行制
御、例えば、撮像や記録画像の再生機能の実行等を行なう他、パノラマ撮影モード時の通
常モードでのパノラマ撮影や、追加モードでのパノラマ画像追加処理や、修正モードでの
パノラマ画像の補正処理や、各分割画像の合成処理の実行等を行なう。
【００２８】
操作部３０は処理モード切替えスイッチ、機能選択用ボタン、プラス／マイナス（＋／－
）ボタン３５、シャッターボタン３６、パノラマ撮影処理モード指示スイッチ３７等のボ
タンやスイッチを構成部分としており、これらのボタン或いはスイッチが操作されると状
態信号が制御部２０に送出される。なお、実施例ではパノラマ撮影処理モード指示スイッ
チ３７はロータリスイッチとして構成され、目盛の停止位置により「通常モード」、「追
加モード」、「修正モード」の３モードおよび「パノラマ撮影終了」のうちのいずれか一
つを指示できるようになっている。
【００２９】
表示部４０はビデオエンコーダ、ＶＲＡＭおよび液晶画面（ＬＣＤ）等から構成されてお
り、制御部２０の表示制御により、撮像時のスルー画像および再生時の再生画像、処理選
択時の選択用メニュー（或いはアイコン）の表示等を行なう。
【００３０】
フラッシュメモリ５０は信号処理部１３からの画像データを記録する。また、フラッシュ
メモリ５０には画像データを記録する領域および画像データの記録時に当該画像の撮像モ
ードの種類等を登録する画像情報登録リスト（図４）や、パノラマ画像を構成する各画像
を関連づける情報を有するリンクテーブル（図５）を記録することができる。なお、フラ
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ッシュメモリ５０に代えて着脱可能なＩＣカードを用いるようにしてもよい。
【００３１】
［ＤＲＡＭのレイアウト例］
図２はパノラマ撮影時のＤＲＡＭ１４のレイアウトの一実施例を示す説明図である。
【００３２】
図２（ａ）で、符号１４１は取込まれたスルー画像データを記憶するスルー画像用バッフ
ァＧｓを示す。また、符号１４２は位置合せガイド用の残像（直前の画像の右端（または
左端）の一部）を記憶する位置合せガイドＧｇｌ（左端位置合せガイド），Ｇｇｒ（右端
位置合せガイド）用のバッファ領域，符号１４３は撮像順序ガイド用バッファＧｏ用の領
域を示す。また、符号１４４はワークエリア（作業用領域）である。
また、図２（ｂ）はパノラマ画像を一括合成（生成）する場合のＤＲＡＭ１４のレイアウ
ト例であり、スルー画像用バッファＧｓ領域１４１、位置合せガイド用バッファ１４２、
撮像順序表示ガイド用バッファＧｏ領域１４３、ｎ個の分割画像バッファＧｐ（１）～Ｇ
ｐ（ｎ）を有する領域１４４’を設け、画像合成用バッファをワークエリア１４５と兼用
するようにした例である。
【００３３】
＜パノラマ撮影モード＞
パノラマ撮影モードでは連続する風景を一定の画角の画像（分割画像）に分割して撮影し
、張合わせ合成等により継ぎ目なく繋ぎ合わせてパノラマ画像を表示するので、撮影時に
各隣接画像の境界が一致するようにする必要がある。このための位置合せガイドとして直
前に撮影した画像の一部を次の画像とは分別可能に表示して、次の画像との重複部分の一
致を簡単に判断できるようにして境界を一致させ、撮影を行なう（図７）。
【００３４】
すなわち、パノラマモードで、使用者がパノラマ撮影を所望する風景等にカメラを向ける
と画角に捉えられた風景（パノラマ分割像）がスルー画像として表示部４０の液晶画面に
表示される。
【００３５】
使用者はスルー画像と重複表示される位置合せガイドを視覚的に確認しながらカメラの位
置を調整移動して位置合せガイドとスルー画像の一部が一致した場合にシャッターボタン
３６を押し下げると、ＤＲＡＭ１４に記憶されている分割画像データに圧縮処理を施して
フラッシュメモリ５０に記録すると共に、表示部４０の液晶画面上に位置合せガイドを表
示する。位置合せガイドが表示されると撮像レンズの前方の風景等の光学像がスルー画像
表示されるので、使用者はカメラを動かして撮影対象の風景を前回のパノラマ分割像に連
続するように（すなわち、位置合せガイドとスルー画像の一部が一致するように）できる
。
【００３６】
また、後述（実施例）するように、
・記録画像（或いは、記録済みのパノラマ画像）に新たに撮像した画像を追加（継ぎ足し
）してパノラマ画像を得る追加パノラマ撮影処理や、
・撮影済みのパノラマ画像の部分的な撮り直しをして元の画像（撮り直し部分）と置き換
えたりするパノラマ画像修正処理や、
・新たにパノラマ撮影を行なう際に重要な被写体（テーマ部分）を最初に撮像してから、
左右交互に撮像したり、或いは左右いずれかの方向に撮像してから逆方向に撮像する交互
撮像によって得た分割画像からのパノラマ画像の合成処理、を行なうことができる。
【００３７】
［処理プロセス概要（１）］
図３（ａ）はパノラマ撮影モードでの処理プロセスの一実施例を示すプロセスチャートで
ある。
Ｐ０：撮影モード選択
使用者が、デジタルカメラ１００の機能選択用ボタンのうちのパノラマ撮影選択ボタンを
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押すと、操作部３０から状態信号が制御部２０に送られ、制御部２０はパノラマ撮影処理
用プログラムを起動してパノラマ撮影モードに切換える。これによりパノラマ画像の撮影
が可能となる。
Ｐ１：パノラマ撮影モードの判定
ユーザは新たパノラマ撮影を行なうか（通常モード）、追加パノラマ処理用の追加パノラ
マ撮影を行なうか（追加モード）、パノラマ画像修正処理用の撮影を行なうか（修正モー
ド）を選択（指示）する。そして、ユーザが通常モードを選択した場合にはＰ５に遷移し
、追加モード或いは修正モードを選択した場合にはＰ２に遷移する。
また、これらパノラマ撮影処理モードの選択（指示）は特定キー（本実施例では、パノラ
マ撮影モード指示スイッチ３７）の操作で行なうことができる（メニュー若しくはアイコ
ンを表示してカーソルキー等の操作によって選択するようにしてもよい）。
【００３８】
Ｐ２：画像再生処理
上記プロセスＰ１でユーザが追加モードまたは修正モードを選択すると、制御部２０はフ
ラッシュメモリ５０に保存記録されている記録画像を再生してワークエリア１４４（或い
は、分割画像バッファＧＰ（１））（図２）に記憶すると共に再生画像を表示部４０の液
晶画面に静止画表示する（記録画像がＪＰＥＧ圧縮されている場合には伸張処理を行なう
）。なお、再生された記録画像がパノラマ画像の場合にはワークエリア１４４（或いは、
ワークエリア１４５）に記憶し、その先頭部分を表示部４０の液晶画面に表示する。また
、この場合、スクロール表示可能にする。
【００３９】
Ｐ３：追加パノラマ撮影処理
上記プロセスＰ１でユーザが追加モードを選択した場合には、制御部２０は図６のフロー
チャートに示すような処理手順で追加パノラマ処理を実行する。即ち、ユーザが再生され
た記録画像の中から所望の画像（或いは、記録済みのパノラマ画像）を再生して所望の記
録画像を選択してから、追加する被写体を撮像すると、選択された記録済みの画像（或い
は、選択された記録済みのパノラマ画像）に追加する分割画像を得ることができる（図６
，図７参照）。
なお、この場合、各分割画像を記録すると共に選択した記録画像および撮像した各分割画
像の撮像順序情報と合成順序情報をリンクテーブル７０（図５）に記録するようにしても
よいし、選択した記録画像および撮像した各分割画像を合成してパノラマ画像を生成し、
それを保存記録するようにしてもよい。
【００４０】
Ｐ４：パノラマ画像修正処理
上記プロセスＰ１でユーザが修正モードを選択した場合には、制御部２０は図８のフロー
チャートに示すような処理手順でパノラマ画像修正処理を実行する。すなわち、ユーザが
所望のパノラマ画像を選択し、修正（変更）部分を特定し、その部分に対応する画角の被
写体を撮り直すと、撮像した画像と元の分割画像（パノラマ画像の撮り直し部分）とを置
換する（図８～図１０参照）。
この場合、元のパノラマ画像が分割画像を合成したものの場合には修正する画像をフラッ
シュメモリ５０に記録されている対応の分割画像に上書きして置換する。また、元のパノ
ラマ画像が合成されて保存記録されているものの場合には修正画像を上書き合成して修正
済みパノラマ画像とし、それを保存記録する。
【００４１】
Ｐ５：新規パノラマ画像撮影処理
上記プロセスＰ１でユーザが通常モードを選択した場合には、制御部２０は図１１のフロ
ーチャートに示すような処理手順で新規パノラマ画像撮影処理を実行する。その際に、重
要な分割画像（テーマ部分の被写体を含む画角部分）を最初に撮像してから、左右交互に
撮像したり、或いは左右いずれかの方向に撮像してから逆方向に撮像すると共に、張合わ
せの順序情報を各分割画像に対応付ける。これにより、重要な分割画像をパノラマ画像の
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中央に配置することができる（従来のように一方向のみの撮影もできる）（図１１～図１
３参照）。
なお、この場合、撮像のたびに各分割画像を記録すると共に撮像順序情報および合成順序
情報をリンクテーブル７０に記録するようにしてもよいし、撮像した各分割画像を合成し
てパノラマ画像を生成し、それを保存記録するようにしてもよい。
【００４２】
［処理プロセス概要（２）］
図３（ｂ）はパノラマ撮影モードでの処理プロセスの一実施例（変形例）を示すプロセス
チャートである。
図３（ａ）の例は、パノラマ撮影モードを選択してからパノラマ撮影処理モードを選択し
、追加モードか修正モードが選択されると記録画像（或いは、記録済みのパノラマ画像）
を再生して所望の記録画像（或いは、記録済みのパノラマ画像）に撮影したパノラマ画像
を追加したり、パノラマ画像の一部を撮り直した部分画像で置き換えたりしたが、本実施
例（図３（ｂ））では、再生モードを選択してから（Ｐ０’）、フラッシュメモリ５０に
保存記録されている記録画像を再生してワークエリア１４４（またはＧｐ（１））（図２
）に記憶し（Ｐ１’）、パノラマ撮影処理モードを選択して（Ｐ２）’、選択結果に対応
して追加パノラマ撮影処理（Ｐ３）またはパノラマ画像修正処理（Ｐ４）を実行するよう
にした例であり、プロセスＰ３、Ｐ４の処理は図３（ａ）の場合と同様である。
【００４３】
［画像情報登録リストの構成例］
図４は撮像画像の保存記録時に保存記録する画像（圧縮画像データ）とその画像の画像情
報を対応付けて登録する画像情報登録リストの一実施例の構造の説明図である。
【００４４】
図４で、画像情報登録リスト６０は画像番号を記録する画像番号欄６１，フラッシュメモ
リ５０上の画像の記録位置を記録する記録位置欄６２，撮影日時を記録する撮影日時欄６
３，画像の種類（例えば、通常撮像画像、連写画像、パノラマ画像の分割画像（或いは撮
影モード））等を意味するコードを格納する種類欄６４および画素密度（または画像サイ
ズ）を記録する画素密度欄６５等を有している。これら画像情報は撮像時に画像をフラッ
シュメモリ５０に保存記録する際にそれぞれ登録される。
【００４５】
なお、本実施例ではパノラマ画像撮影で保存記録する際に各分割画像を別々に記録し、再
生時にパノラマ画像を合成するようにしたので画像情報登録リスト６０の種類欄６４には
上述のようにパノラマ画像の分割画像を意味するコード（例えば’３’）を記録するよう
にしたが、これに限定されない。すなわち、パノラマ画像撮影で保存記録する際に各分割
画像を合成してパノラマ画像を生成し、それを保存記録するようにした場合には、画像情
報登録リスト６０の種類欄６４にはパノラマ画像（合成画像）を意味するコード（例えば
’４’）を記録するようにする。
なお、実施例では保存記録の際に画像情報登録リスト６０の種類欄６４に撮像の種類を登
録するようにしたが、これに限定されず、保存記録の際に、保存記録される画像に撮像の
種類を書込むようにしてもよい（この場合は画像情報登録リスト６０の種類欄６４は不要
となる）。
【００４６】
［リンクテーブルの構成例］
図５は、分割画像の撮像順序や各分割画像を合成してパノラマ画像を生成する際の合成順
序情報（画像リンク情報）をフラッシュメモリ５０に保存記録した分割画像と対応づけて
登録するリンクテーブルの一実施例の説明図である。
【００４７】
リンクテーブル７０は、撮像された分割画像の画像番号を記録する画像番号欄７１，分割
画像の撮像順序を記録する撮像順序欄７２，パノラマ画像を合成する際の合成順序を記録
する合成順序欄７３およびパノラマ画像を合成する際の張合わせ位置（すなわち、重複部
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分＝位置合せガイド部分）を示す位置合せガイド位置情報等を備えている。
【００４８】
なお、画像情報登録リスト６０とリンクテーブル７０を一本化するようにしてもよい。ま
た、パノラマ画像撮影で保存記録する際に各分割画像を合成してパノラマ画像を生成し、
それを保存記録するようにパノラマ撮影処理手段を構成した場合には、パノラマ画像用と
してのリンクテーブル７０は設けなくてよい。
【００４９】
＜実施例＞
（実施例１）
［追加パノラマ撮影処理］
図６はパノラマ撮影処理モードのうちの追加モード（追加パノラマ撮影処理）の処理手順
の一実施例を示すフローチャートであり、図３のプロセスＰ３に相当する動作例を示す。
また、図７は追加パノラマ撮影処理の具体例の説明図である。なお、図６で、（ａ）は分
割画像を個々に保存記録する場合の例である。また、（ｂ），（ｃ）は変形例であり、選
択した記録画像と各分割画像を合成して保存記録する場合の動作例を示すフローチャート
である。
【００５０】
ステップＳ１：（再生した記録画像の選択）
ユーザは、図３（ａ）のプロセスＰ２（または、図３（ｂ）のプロセスＰ１’）で表示部
４０の液晶画面に表示された再生画像から所望の記録画像を選択する。また、記録画像と
してパノラマ画像を選択してもよい。また、早送りや画像検索を行なうようにすることが
望ましい。また、本実施例では記録画像の選択を＋／－ボタン３５の操作（＋なら前送り
し、－なら戻す）により行なっているがカーソルキー或いはタッチペン等のポインティン
グデバイスの操作によって行なうようにしてもよい。
なお、図３（ｂ）のプロセスＰ１’で所望の記録画像を選択するようにした場合にはこの
ステップＳ１は省略できる。
【００５１】
ステップＳ２：（追加位置選択）
制御部２０は上記ステップＳ１で記録画像が選択されると、撮影する分割画像を記録画像
の先端に追加するか（すなわち、撮影する分割画像の後に記録画像を張合わせるか）、そ
れとも、撮影する分割画像を記録画像の後端に追加するか（すなわち、撮影する分割画像
の前に記録画像を張合わせるか）を決定する情報を得るために、表示されている所望の記
録画像に重畳させてパノラマ画像の追加位置案内を表示し、追加位置の選択操作を促す（
図７（ｂ）の案内表示２１１参照：図７（ｂ）の例で「→＋」は記録画像の後端に追加す
る場合には＋ボタンを押すことを意味し、「←－」は記録画像の先端に追加する場合には
－ボタンを押すことを意味する）。また、案内表示としてアイコンを表示してもよく、ま
た、＋／－ボタン３５の代りにカーソルキーやタッチペン等のポインティングデバイスを
用いるようにしてもよい、
ステップＳ３：（追加位置の判定）
制御部２０は操作部３０からの状態信号を調べ、上記ステップＳ２で前／後どちらが選択
されたかを判定する。「記録画像の先端に追加」が選択されたときにはＳ４の右位置合せ
ガイド表示処理に遷移し、「記録画像の後端に追加」が選択されたときにはＳ４の左位置
合せガイド表示処理に遷移する。なお、判定結果は制御部２０のＲＡＭ（または、ＤＲＡ
Ｍ１４のワークエリア１４４）に、例えば、「記録画像の先端に追加」なら値＝０、「記
録画像の後端に追加」＝１といったようにして記憶できる。
【００５２】
ステップＳ４：（右位置合せガイド表示処理）
制御部２０は再生された記録画像（ＤＲＡＭ１４のワークエリア１４４に記録されている
記録画像の左端から所定長の相当部分を位置合せガイドとして切り出し、位置合せガイド
用領域１４２の右位置合せガイドバッファＧｇｒに記憶してＳ６に遷移する。
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【００５３】
ステップＳ５：（左位置合せガイド表示処理）
制御部２０は再生された記録画像の右端から所定長の相当部分を位置合せガイドとして切
り出し、位置合せガイド用領域１４２の左位置合せガイドバッファＧｇｌに記憶してＳ６
に遷移する。
【００５４】
ステップＳ６：（画像の取込、スルー表示）
上記ステップＳ３で「記録画像の先端に追加」を選択したときは、ユーザは記録画像と似
た被写体の左側方向を撮像するためにデジタルカメラ１００を左方向に移動する。また、
「記録画像の後端に追加」を選択したときは、ユーザは記録画像と似た被写体の右側方向
を撮像するためにデジタルカメラ１００を右方向に移動する。
このとき、デジタルカメラ１００は撮像レンズ１１１の視野（画角）内の被写体像を取込
んでスルー画像バッファＧｓ（図２）に記憶すると共に表示部４０に送ってスルー表示す
るが、同時に制御部２０は位置合せガイド用領域１４２に記憶した画像（位置合せガイド
用画像）を表示部４０に送って位置合せガイド用画像部分Ａ（図７（ｃ））をスルー画像
に重畳表示する。このようにして、選択した記録画像または直前に撮像した分割画像の右
端または左端を右位置合せガイドまたは左位置合せガイドとして表示することができる（
図７（ｃ），（ｄ）の左位置合せガイド表示の例参照）。
【００５５】
ステップＳ７：（撮像指示（シャッター操作））
ユーザはスルー画像および位置合せガイドを見ながらデジタルカメラ１００を移動させて
スルー画像の右端部分（または左端部分）と重畳表示されている右位置合せガイド（また
は左位置合せガイド）が一致するようにカメラの位置を調整し、一致した時にシャッター
ボタン３６を操作（押し下げ）する。
【００５６】
制御部２０は操作部３０からの状態信号を調べ、シャッターボタン３６が押されたか否か
を判定し、シャッターボタン３６が押された場合には撮像指示があったものとしてＳ８に
遷移し、そうでない場合にはＳ６に戻って画像の取込とスルー画像表示（位置合せガイド
付）を継続する。
【００５７】
ステップＳ８：（撮像した追加分割画像の保存記憶）
上記ステップＳ７でシャッターボタン３６が押されると、制御部２０はスルー画像バッフ
ァＧｓに記憶されている画像（すなわち、撮像された分割画像）を取り出して、ＪＰＥＧ
圧縮処理を施してフラッシュメモリ５０に保存記録する。　また、この時、画像番号や、
記録位置、撮影日時、撮像の種類、記録密度（或いは画像サイズ）等の画像情報を画像情
報登録リスト６０に登録する。また、同時に再生時にパノラマ画像として合成するために
必要な情報、例えば、画像番号、分割画像の撮像順序および合成順序、重複部分情報（す
なわち、位置合せガイド位置情報）等をリンクテーブル７０に記録する。
【００５８】
ステップＳ９：（追加パノラマ撮影終了判定）
制御部２０は操作部３０からの状態信号を調べ、ユーザがパノラマ撮影終了操作をしたか
否かを判定し、終了操作をした場合にはパノラマ撮影モードを終了させ、そうでない場合
にはＳ１０に遷移して位置合せガイド表示処理を行なう。なお、本実施例ではパノラマ撮
影処理モード指示スイッチ３７の目盛を「パノラマ撮影終了」の位置に合せることにより
終了操作を行なっている。
【００５９】
ステップＳ１０：（位置合せガイド表示処理）
制御部２０はＲＡＭ或いはＤＲＡＭ１４に記憶された上記ステップＳ３での判定結果を調
べ、「記録画像の先端に追加」が選択されていたときには上記ステップＳ４と同様の手順
で右位置合せガイド表示処理を行ない、「記録画像の後端に追加」が選択されていたとき
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には上記ステップＳ５と同様の手順で左位置合せガイド表示処理を行なってからＳ６に遷
移して次の画角の被写体像の取込および位置合せガイド付スルー表示を行なう。
【００６０】
上記構成により、簡単な操作で所望の記録画像（或いはパノラマ記録画像）の前或いは後
に撮像画像を追加してパノラマ画像を生成することができる。また、記録画像の前後に撮
像画像を追加してパノラマ画像を生成することもできる（記録画像の左側に撮像画像を追
加してパノラマ画像を生成し、一旦記録保存してからそのパノラマ画像を再生してその右
側に撮像画像を追加してパノラマ画像を生成する）。
また、記録画像または直前の撮像の右端または左端部分を位置合せガイドとしてスルー画
像に表示するので画像を繋ぎやすく、また、継ぎ目がスムースになる。
【００６１】
（具体例）
図７で、（ａ）は現在の風景、（ｂ）は数年前に（ａ）の風景の左側の部分を撮った風景
画像の再生記録画像、（ｃ），（ｄ）は（ｂ）の風景画像とパノラマ合成するための撮像
画像（分割画像）、（ｅ）は生成されたパノラマ合成画像である。
この例では、ユーザが（ａ）の左側部分にある家２０１のないパノラマ画像を撮るために
以前撮った画像の再生画像の中から（ｂ）の画像２１０を選択し（Ｓ１）、次に再生画像
２１０に重畳表示される案内表示２１１に従って（Ｓ２）、＋／－ボタン３５の＋を押し
て、再生画像２１０のうちの右側に現在の風景を継ぎ足すことを指示すると左位置合せガ
イド表示処理が行なわれ（Ｓ３，Ｓ５）、スルー画像２２０の左端に再生記録画像２１０
の右端部分が（ｃ）に示すように左位置合せガイドＡとして表示される（Ｓ６）。
【００６２】
ユーザがスルー画像２２０の左端と左位置合せガイドＡが一致するようにデジタルカメラ
１００の位置を調整してからシャッターボタン３６を押すと（Ｓ７）、撮像された分割画
像（２２０）と画像情報およびリンク情報がフラッシュメモリ５０に保存記録される（Ｓ
８）。
次に、（ｃ）の分割画像２２０の右端部分を左位置合せガイドとするための位置合せガイ
ド表示処理を行なって（Ｓ１０）、（ｄ）に示すようにスルー画像２３０の左端に画像２
２０の右端を表示する（Ｓ６）。ユーザがスルー画像２３０の左端と左位置合せガイドＡ
が一致するようにカメラ１００の位置を調整してからシャッターボタン３６を押すと（Ｓ
７）、撮像された画像（２３０）と画像情報およびリンク情報がフラッシュメモリ５０に
保存記録される（Ｓ８）。
【００６３】
ユーザがパノラマ撮影処理モード指示スイッチ３７の目盛を「パノラマ撮影終了」の位置
に合せると（Ｓ９）、パノラマ撮影が終了する。
これにより、フラッシュメモリ５０には分割画像２１０、２２０、２３０がパノラマ画像
の分割画像として記録され、また、それらはリンクテーブル７０（図５）に撮像順序，合
成順序および位置合せガイド位置が登録されるので、パノラマ画像再生を行なうと（ｅ）
のようなパノラマ画像（合成画像）が再生される。
【００６４】
（変形例  １－１）
上記フローチャートでは選択した記録画像や撮像した分割画像をその都度フラッシュメモ
リ５０にリンク情報と共に保存記録したが、これに限られず、図６（ｂ）に示すようにパ
ノラマ撮影終了時に選択した記録画像と撮像した各分割画像を合成して保存記録するよう
にしてもよい。
【００６５】
本実施例では、まず、図６（ａ）のステップＳ１で記録画像が選択されると分割画像バッ
ファＧｐ（１）に選択された記録画像を記憶し、カウンタＣの値を２とするようにする。
次に、ステップＳ２～Ｓ６を経て、ステップＳ７でユーザがシャッターボタン３６を押し
て撮像を行なうと、デジタルカメラ１００は下記ステップＳ８’～Ｓ１２’に示すように
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動作する。
【００６６】
ステップＳ８’：（追加分割画像の一時記憶）
制御部２０はスルー画像バッファＧｓの画像を分割画像バッファＧｐ（ｉ）に書込み、カ
ウンタＣに１を加えてカウントアップする。これにより分割画像バッファ（１）には選択
された記録画像が記憶され、分割画像バッファ（２）以降には撮像された分割画像が記憶
される。
【００６７】
ステップＳ９’：（追加パノラマ撮影終了判定）
制御部２０は操作部３０からの状態信号を調べ、ユーザがパノラマ撮影終了操作をしたか
否かを判定し、終了操作をした場合にはＳ１１’に遷移してパノラマ画像の合成を行ない
、そうでない場合にはＳ１０’に遷移して位置合せガイド表示処理を行なう。
【００６８】
ステップＳ１０’（位置合せガイド表示処理）
制御部２０はＲＡＭ或いはＤＲＡＭ１４に記憶された図６（ａ）のステップＳ３での判定
結果を調べ、「記録画像の先端に追加」が選択されていたときにはステップＳ４と同様の
手順で右位置合せガイド表示処理を行ない、「記録画像の後端に追加」が選択されていた
ときにはステップＳ５と同様の手順で左位置合せガイド表示処理を行なってからＳ６に遷
移して次の画角の被写体像の取込および位置合せガイド付スルー表示を行なう。
【００６９】
ステップＳ１１’：（パノラマ画像合成処理）
制御部２０は、分割画像バッファ（１）に記憶された記録画像に分割画像バッファ（２）
～分割画像バッファ（ｉ－１）に記憶されている分割画像をそれぞれ合成してパノラマ画
像（合成画像）を得る。
この場合、制御部２０はＲＡＭ或いはＤＲＡＭ１４に記憶された上記ステップＳ３での判
定結果を調べ、「記録画像の先端に追加」が選択されていたときには右側に位置する画像
の始（左）端と次の画像の終（右）端との重複部分（すなわち、位置合せガイド部分）を
繋ぐように張合わせながらワークエリア１４５上に合成する。また、「記録画像の後端に
追加」が選択されていたときには左側に位置する画像の終（右）端と次の画像の始（左）
端との重複部分（位置合せガイド部分）を張合わせながらワークエリア１４５上に合成す
る。
【００７０】
ステップＳ１２’：（パノラマ画像の保存記憶）
制御部２０はワークエリア１４５に記憶されている合成画像（すなわち、パノラマ画像）
を取り出して、ＪＰＥＧ圧縮処理を施してフラッシュメモリ５０に保存記録する。また、
この時、画像番号や、記録位置、撮影日時、撮像画像の種類、記録密度（或いは画像サイ
ズ）等の画像情報を画像情報登録リスト６０に登録する。
【００７１】
（変形例  １－２）
上記変形例  １－１ではパノラマ撮影時に図２（ｂ）に示すような分割画像バッファＧｐ
（１）～（ｎ）に記録画像および分割画像を一時記憶して、パノラマ撮影終了時に選択し
た記録画像と撮像した各分割画像を合成して保存記録したが、図２（ａ）に示すように分
割画像バッファＧｐ（１）～（ｎ）を設けることなく、パノラマ合成画像を生成して、パ
ノラマ撮影終了時に生成した合成画像（＝パノラマ画像）を保存記録してもよい。
【００７２】
この場合は、まず、図６（ａ）のステップＳ１で記録画像が選択されるとワークエリア１
４４に再生記録画像を記憶するようにし、次に、ステップＳ２～Ｓ６を経て、ステップＳ
７でユーザがシャッターボタン３６を押して撮像を行なうとデジタルカメラ１００は下記
ステップＳ８”～Ｓ１１”に示すように動作する。
【００７３】
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ステップＳ８”：（追加分割画像の合成処理）
制御部２０はスルー画像バッファＧｓの画像をワークエリア１４４の分割画像に張合わせ
合成する（最初の画像、すなわち、選択された記録画像は張合わせなしでワークエリア１
４４に書込まれる（但し、記録画像がパノラマ画像の場合には最初からワークエリア１４
４に書込んである））。
【００７４】
この場合、制御部２０はＲＡＭ或いはＤＲＡＭ１４に記憶された上記ステップＳ３での判
定結果を調べ、「記録画像の先端に追加」が選択されていたときには右側に位置する画像
の始端と次の画像の終端との重複部分（位置合せガイド部分）を張合わせながらワークエ
リア１４４上に合成する。また、「記録画像の後端に追加」が選択されていたときには左
側に位置する画像の終端と次の画像の始端との重複部分（位置合せガイド部分）を張合わ
せながらワークエリア１４４上に合成する。
【００７５】
ステップＳ９”：（追加パノラマ撮影終了判定）
制御部２０は操作部３０からの状態信号を調べ、ユーザがパノラマ撮影終了操作をしたか
否かを判定し、終了操作をした場合にはＳ１１”に遷移してパノラマ画像の保存記録処理
を行ない、そうでない場合にはＳ１０”に遷移して位置合せガイド表示処理を行なう。
【００７６】
ステップＳ１０”：（位置合せガイド表示処理）
制御部２０はＲＡＭ或いはＤＲＡＭ１４に記憶された図６（ａ）のステップＳ３での判定
結果を調べ、「記録画像の先端に追加」が選択されていたときにはステップＳ４と同様の
手順で右位置合せガイド表示処理を行ない、「記録画像の後端に追加」が選択されていた
ときにはステップＳ５と同様の手順で左位置合せガイド表示処理を行なってからＳ６に遷
移して次の画角の被写体像の取込および位置合せガイド付スルー表示を行なう。
【００７７】
ステップＳ１１”：（パノラマ画像の保存記録）
制御部２０はワークエリア１４４に記憶されている合成画像（すなわち、パノラマ画像）
を取り出して、ＪＰＥＧ圧縮処理を施してフラッシュメモリ５０に保存記録する。また、
この時、画像番号や、記録位置、撮影日時、撮像画像の種類、記録密度（或いは画像サイ
ズ）等の画像情報を画像情報登録リスト６０に登録する。
【００７８】
（変形例  １－３）
図６（ａ）のフローチャートでは位置合せガイド表示を行なう例を示したが、位置合せガ
イド表示を行なわない場合には、上記ステップＳ３～Ｓ５を省略し、図６（ａ）のステッ
プＳ８の保存記録処理ではリンクテーブル７０への位置合せガイド位置情報の代りに追加
位置（方向）情報の登録を行う。これによりパノラマ画像再生時には登録された追加位置
（方向）情報が「記録画像の先端に追加」を意味するときには右側に位置する画像の始端
に次の画像の終端をつなぐようにしながらパノラマ画像を合成（再生）する。また、「記
録画像の後端に追加」が選択されていたときには左側に位置する画像の終端に次の画像の
始端をつなぐようにしながらパノラマ画像を合成（再生）する。
【００７９】
また、変形例  １－１，  １－２の場合には、図６（ｂ）のステップＳ１１’，図６（ｃ）
のステップＳ８”の合成処理で、ステップＳ３での判定結果を調べ、「記録画像の先端に
追加」が選択されていたときには右側に位置する画像の始（左）端に次の画像の終端をつ
なぐようしながらワークエリア１４５（またはワークエリア１４４）上に合成する。また
、「記録画像の後端に追加」が選択されていたときには左側に位置する画像の終（右）端
に次の画像の始端をつなぐようにしながらワークエリア１４５（またはワークエリア１４
４）上に合成する。
【００８０】
（実施例２）
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［パノラマ画像修正処理］
図８はパノラマ撮影処理モードのうちの修正モード（パノラマ画像修正）の処理手順の一
例を示すフローチャートであり、図３のプロセスＰ４に相当する動作例を示す。また、図
９は修正部分決定処理の具体例の説明図、図１０はパノラマ画像修正処理の説明図である
。
なお、図８で、（ａ）は分割画像を修正用分割画像で置換する場合の例である。また、（
ｂ）は変形例であり、合成記憶されているパノラマ画像に修正用分割画像を上書き合成し
て修正後のパノラマ画像を保存記録する場合の例を示す。
【００８１】
ステップＴ１：（再生パノラマ画像の表示および選択）
ユーザは、図３（ａ）のプロセスＰ２（または、図３（ｂ）のプロセスＰ１’）で表示部
４０の液晶画面に表示された再生画像から所望のパノラマ画像（パノラマ記録画像の再生
画像）を選択する。また、本実施例では記録画像の選択を＋／－ボタン３５の操作（＋な
ら前送りし、－なら戻す）により行なっているが、カーソルキー或いはタッチペン等のポ
インティングデバイスの操作によって行なうようにしてもよい。
なお、図３（ｂ）のプロセスＰ１’で所望のパノラマ記録画像を選択するようにした場合
にはこのステップＴ１は省略できる。
【００８２】
ステップＴ２：（修正部分の指定）
制御部２０は上記ステップＴ１で再生パノラマ画像が選択されると、そのパノラマ画像の
どの部分を修正するかを決定する情報を得るために、表示されているパノラマ画像に重畳
させて修正操作案内４１１を表示し、修正部分の表示指定操作を促す（図１０（ａ）参照
：図１０（ａ）の例で「→＋」はパノラマ画像を後端方向にスクロールする場合には＋ボ
タンを押すことを意味し、「←－」はパノラマ画像を先端方向にスクロールする場合には
－ボタンを押すことを意味する）。選択された当初はパノラマ画像の先端部分の分割画像
が表示されるが、ユーザが＋／－ボタン３５の＋を押すとパノラマ画像が右方向（終端方
向）にスクロールされ、－を押すとパノラマ画像が左方向（始端方向）にスクロールされ
る。そして、ユーザが＋／－ボタン３５から指を離してから所定時間経過すると（例えば
、５秒後）、修正部分が指定されたものとしてＴ３に遷移する。
【００８３】
なお、案内表示としてアイコンを表示してもよく、また、＋／－ボタン３５の代りにカー
ソルキーやタッチペン等のポインティングデバイスを用いるようにしてもよい。
【００８４】
ステップＴ３：（修正対象の部分画像決定）
制御部２０は上記ステップＴ２で合成画像の修正部分を含む画像が指定されると、その部
分が表示されているパノラマ画像のどの分割画像かを決定し、その分割画像情報を制御部
２０のＲＡＭ（またはＤＲＡＭ１４のワークエリア１４４）に一時記憶する。
この場合、指定した修正部分＝分割画像となって画角が一致する場合もあるが大抵の場合
には図９（ｃ）に示すように修正部分の画角３１２’は２つの分割画像に跨がっている。
【００８５】
なお、図９で、（ａ）は表示されているパノラマ画像３１０の分割画像ａ１，ａ２，ａ３
を示し、（ｂ）は合成されたパノラマ画像３１０を示す（破線ｌ１，ｌ２は合成後の継ぎ
目を示し、符号３１１は分割画像ａ１の合成後の部分、符号３１２は分割画像ａ２の合成
後の部分、符号３１３は分割画像ａ３の合成後の部分、を示す）。また、（ｃ）で符号３
１２’は修正部分の画角を示し、この例では修正部分３１２’は分割画像部分３１１と３
１２に跨がっている。
【００８６】
制御部２０は修正部分が２つの分割画像に跨がっている場合にはそれらの画像番号および
修正開始位置と終了位置をＲＡＭ（またはＤＲＡＭ１４のワークエリア１４４）に一時記
憶する。
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【００８７】
ステップＴ４：（位置合せガイド表示処理）
制御部２０はスルー画像の両端に位置合せガイドを表示するため、修正部分が図９（ｄ）
に示すようにパノラマ画像の２つの分割画像に跨がっている場合には、ＤＲＡＭ１４のワ
ークエリア１４４に記憶されているパノラマ画像の修正部分の画角（１フレーム）部分を
切出し、右端から所定長相当部分Ｂを右位置合せガイドとして切り出し、位置合せガイド
用領域１４２の左位置合せガイドバッファＧｇｒに記憶すると共に、左端から所定長相当
部分Ａを左位置合せガイドとして切り出し、位置合せガイド用領域１４２の左位置合せガ
イドバッファＧｇｌに記憶してＴ５に遷移する。
【００８８】
なお、修正部分がパノラマ画像の２つの分割画像に跨がっていない場合も同様にＤＲＡＭ
１４のワークエリア１４４に記憶されているパノラマ画像の修正部分の画角（１フレーム
）部分を切出し、右端から所定長相当部分Ｂを右位置合せガイドとして切り出し、位置合
せガイド用領域１４２の左位置合せガイドバッファＧｇｒに記憶すると共に、左端から所
定長相当部分Ａを左位置合せガイドとして切り出し、位置合せガイド用領域１４２の左位
置合せガイドバッファＧｇｌに記憶してＴ５に遷移する。
【００８９】
また、修正部分がパノラマ画像の左端部分の場合には、ＤＲＡＭ１４のワークエリア１４
４に記憶されているパノラマ画像の左端画像の右端から所定長相当部分を位置合せガイド
として切り出し、位置合せガイド用領域１４２の右位置合せガイドバッファＧｇｒに記憶
してＴ５に遷移する。
また、修正部分がパノラマ画像の右端部分の場合には、ＤＲＡＭ１４のワークエリア１４
４に記憶されているパノラマ画像の右端画像の左端から所定長相当部分を位置合せガイド
として切り出し、位置合せガイド用領域１４２の左位置合せガイドバッファＧｇｒに記憶
してＴ５に遷移する。なお、このように修正部分がパノラマ画像の左端部分或いは右端部
分の場合にはチェック後のガイド表示とチェック前のガイド表示を行なうようにしてもよ
き、また、チェック後のガイド表示だけを行なうようにしてもよい。
以上により、スルー画像の両端部或いは１つの端部に指定された修正画像部分の一部分ま
たは全部或いは隣接する部分の一部を重複表示して位置合せガイドとすることができる。
【００９０】
ステップＴ５：（画像取込、スルー表示）
デジタルカメラ１００は撮像レンズ１１１の視野（画角）内の被写体像を取込んでスルー
画像バッファＧｓ（図２）に記憶すると共に表示部４０に送ってスルー表示するが、同時
に制御部２０は位置合せガイド用領域１４２に記憶した画像（位置合せガイド用画像）を
表示部４０に送って位置合せガイドＡ，Ｂ（図９（ｄ）、位置合せガイドＢのみの例とし
ては図１０（ｂ））をスルー画像に重畳表示する。これにより、選択したパノラマ画像う
ちの修正部分を含む１フレーム相当部分の右端および左端（或いは右端または左端）が位
置合せガイドとして表示される。
【００９１】
ステップＴ６：（撮像指示（シャッター操作））
ユーザがスルー画像および位置合せガイドを見ながらデジタルカメラ１００を移動させて
スルー画像の左端および右端部分（或いは、右端或いは左端部分）と重畳表示されている
左位置合せガイドＡおよび右位置合せガイドＢ（或いは、左位置合せガイドＡまたは右位
置合せガイドＢ）とが一致するようにカメラの位置を調整し、一致した時にシャッターボ
タン３６を操作（押し下げ）する。
【００９２】
制御部２０は操作部３０からの状態信号を調べ、シャッターボタン３６が押されたか否か
を判定し、シャッターボタン３６が押された場合には撮像指示があったものとしてＴ７に
遷移する。
【００９３】
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ステップＴ７：（撮像した修正分割画像の保存記憶）
上記ステップＴ６でシャッターボタン３６が押されると、制御部２０はスルー画像バッフ
ァＧｓに記憶されている画像（すなわち、撮像された修正用分割画像）を取り出してＪＰ
ＥＧ圧縮処理を施してから、フラッシュメモリ５０に保存記録する。この場合、修正部分
がフラッシュメモリ５０に記憶されている２つの記録画像に跨がっていない場合（すなわ
ち、修正部分と保存記録されている分割画像の位置が１対１に対応している場合には対応
する元の分割画像に修正用分割画像を上書き（＝元の分割画像に修正用分割画像で置換）
して元のパノラマ画像用分割画像の修正（更新）処理を終了する。
【００９４】
また、図９（ｃ）に示すように修正部分３１２’がフラッシュメモリ５０に記憶されてい
る２つの分割画像３１１，３１２に跨がっている場合には、図９（ｅ），（ｆ）に示すよ
うに修正用分割画像３１２’（図９（ｄ））を元の分割画像３１１，３１２の継ぎ目で按
分し、左側に相当する部分を元の分割画像３１１の右側部分に上書きして新たな分割画像
ａ１’を生成する。また、右側に相当する部分を元の分割画像３１２の左部分に上書きし
、新たな分割画像ａ２’を生成する。そして、フラッシュメモリー５０上の分割画像ａ１
を新たな分割画像ａ１’で上書きし、また、分割画像ａ２を新たな分割画像ａ２’で上書
きしてパノラマ画像画像の修正処理を終了する。
【００９５】
これにより、フラッシュメモリ５０には図９（ｇ）に示すように修正された分割画像ａ１
’，ａ２’と、元のパノラマ画像（修正対象外の画像）ａ３が保存記録される。
【００９６】
上記構成により、簡単な操作で所望のパノラマ記録画像の一部を新たに撮像した画像で修
正（置換）できる。これにより、例えば、パノラマ風景を背景とした記念写真のように人
物（主たる被写体）は変るが背景は変らないような場合に（背景同一、主たる被写体変化
の場合）、予めパノラマ風景を撮影しておき、次に人物を中心とした置き変え画像を撮像
して人物を含むパノラマ画像を得ることができる。
【００９７】
また、記録画像または元のパノラマ画像の修正相当部分の右端および左端部分（修正対象
部分が端部を含む部分の場合には右端或いは左端部分）を位置合せガイドとしてスルー画
像に重畳表示するので画像を繋ぎやすく、また、継ぎ目がスムースになる。
【００９８】
（具体例）
図１０で、（ａ）は保存記録されているパノラマ画像の再生画像であり、撮影時に少し雲
が出て右側の家４０１の上方に雲４０２が写ってしまっている例、（ｂ）は撮り直そうと
している部分のスルー画像であり、今回は雲が出ていない。（ｃ）は修正後のパノラマ画
像である。
ユーザが再生されたパノラマ画像４００を選択してから（Ｔ１）、＋／－ボタン３５を操
作して修正位置をパノラマ画像４００の右端に指定する（Ｔ２）、制御部２０はパノラマ
画像４００右端の分割画像情報を制御部２０のＲＡＭ（またはＤＲＡＭ１４のワークエリ
ア１４４）に一時記憶する（Ｔ３）。
次に、制御部２０はパノラマ画像４００の右端から所定距離相当部分を右位置合せガイド
としてＤＲＡＭ１４の位置合せガイドバッファＧｇｒに記憶する（Ｔ４）。次に、被写体
像が画像が取込まれて表示部４０の液晶画面に位置合せガイドＢと重畳してスルー表示さ
れる（Ｔ５）。
【００９９】
ユーザがスルー画像４２３の右端と右位置合せガイドＢが一致するようにカメラ１００の
位置を調整してからシャッターボタン３６を押すと（Ｔ６）、撮像された画像（４２３）
とがフラッシュメモリ５０に保存記録される対応の分割画像に上書き（置換）される（Ｔ
７）。
【０１００】
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これにより、パノラマ画像４１０の右端を含む部分は修正されるので、パノラマ画像を再
生すると図１０（ｃ）に示すような右側に雲の出ていないパノラマ画像４００’として合
成表示される。
【０１０１】
（変形例２－１）
上記フローチャートでは撮像した修正用分割画像でパノラマ画像の一部を置換する場合の
例を示したが、これに限られず、下記に示すように合成記憶されているパノラマ画像に修
正用分割画像を上書き合成して修正後のパノラマ画像を保存記録するようにしてもよい。
【０１０２】
本実施例では、まず、図８（ａ）のステップＴ２で修正部分を指定すると、デジタルカメ
ラ１００は下記ステップＴ３’～Ｔ７’に示すように動作する。
【０１０３】
ステップＴ３’：（位置合せガイド表示処理）
制御部２０は、スルー画像の両端に位置合せガイドを表示するため、ＤＲＡＭ１４のワー
クエリア１４４に記憶されているパノラマ画像の修正部分の画角（１フレーム）部分を切
出し、左端から所定長相当部分Ａを左位置合せガイドとして切り出し、位置合せガイド用
領域１４２の左位置合せガイドバッファＧｇｌに記憶すると共に、右端から所定長相当部
分Ｂを右位置合せガイドとして切り出し、位置合せガイド用領域１４２の右位置合せガイ
ドバッファＧｇｒに記憶してＴ４’に遷移する。
【０１０４】
制御部２０は指定された修正部分がパノラマ画像の左端部分の場合には、ＤＲＡＭ１４の
ワークエリア１４４に記憶されているパノラマ画像の左端から所定長相当部分を位置合せ
ガイドとして切り出し、位置合せガイド用領域１４２の左位置合せガイドバッファＧｇｌ
に記憶してＴ４’に遷移する。また、修正部分がパノラマ画像の右端部分の場合には、Ｄ
ＲＡＭ１４のワークエリア１４４に記憶されているパノラマ画像の右端から所定長相当部
分を位置合せガイドとして切り出し、位置合せガイド用領域１４２の右位置合せガイドバ
ッファＧｇｒに記憶してＴ４’に遷移する。
【０１０５】
ステップＴ４’：（画像取込、スルー表示）
デジタルカメラ１００は撮像レンズ１１１の視野（画角）内の被写体像を取込んでスルー
画像バッファＧｓ（図２）に記憶すると共に表示部４０に送ってスルー表示するが、同時
に制御部２０は位置合せガイド用領域１４２に記憶した画像（位置合せガイド用画像）を
表示部４０に送って位置合せガイドＡ，Ｂ（図９（ｄ）、図１０（ｂ））をスルー画像に
重畳表示する。これにより、選択したパノラマ画像うちの修正部分を含む１フレーム相当
部分の右端および左端（或いは右端または左端）が位置合せガイドとして表示される。
【０１０６】
ステップＴ５’：（撮像指示（シャッター操作））
ユーザがスルー画像および位置合せガイドを見ながらデジタルカメラ１００を移動させて
スルー画像の左端および右端部分（或いは、右端或いは左端部分）と重畳表示されている
左位置合せガイドＡおよび右位置合せガイドＢ（或いは、左位置合せガイドＡおよび右位
置合せガイドＢ）とが一致するようにカメラの位置を調整し、一致した時にシャッターボ
タン３６を操作（押し下げ）する。
【０１０７】
制御部２０は操作部３０からの状態信号を調べ、シャッターボタン３６が押されたか否か
を判定し、シャッターボタン３６が押された場合には撮像指示があったものとしてＴ６’
に遷移する。
【０１０８】
ステップＴ６’：（修正部分の置換）
上記ステップＴ５’でシャッターボタン３６が押されると、制御部２０はスルー画像バッ
ファＧｓに記憶されている画像（すなわち、撮像された修正用分割画像）を取り出してワ
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ークエリア１４４に記憶されている元のパノラマ画像の修正位置相当部分に撮像した修正
用分割画像を上書き（置換）して新たなパノラマ画像とする。
【０１０９】
ステップＴ７’：（修正後のパノラマ画像の保存記録）
制御部２０はワークエリア１４４に記憶されている合成画像（修正後のパノラマ画像）に
ＪＰＥＧ圧縮処理を施してから、元の合成画像（修正前のパノラマ画像）に上書（置換）
してパノラマ画像画像の修正処理を終了する。
【０１１０】
（変形例２－２）
なお、上記図８（ａ）のフローチャートの説明では分割画像を１フレーム分の大きさに再
生し（図３（ａ）Ｐ２，図３（ｂ）Ｐ１’）、選択されたパノラマ画像をスクロールして
修正位置を指定したが（Ｔ２）、再生時に合成したパノラマ画像を１フレーム分の大きさ
に縮小して１画面に表示し、修正位置を＋／－キーや、カーソルキー、或いはポインティ
ングデバイスを操作して指定するようにしてもよい。この場合、ステップＴ２でのスクロ
ール動作は行なわない。
【０１１１】
（変形例２－３）
また、上記図８（ａ），（ｂ）のフローチャートの説明では端部に位置合せガイドを表示
するようにしたが（Ｔ４、Ｔ３’）、画角内の修正対象部分をそのままカラーからセピア
或いはモノクローム等に色彩変換（或いは、色調変換）して）スルー画像に重畳表示する
ようにしてもよい。この場合、ステップＴ４、Ｔ３’のガイド表示処理に代えて画角内の
修正対象部分の色彩変換処理（或いは、色調変更処理）を行なう。
【０１１２】
［新規パノラマ撮影処理］
図１１はパノラマ撮影処理モードのうちの通常モード（新規パノラマ撮影）の処理手順の
一例を示すフローチャートであり、図３のプロセスＰ５に相当する動作例を示す。また、
図１２は撮影順序、撮像順序表示ガイドの表示順序と合成順序の関係を示す説明図、図１
３は本発明に基づく新規パノラマ撮影処理の具体例の説明図である。
【０１１３】
ステップＵ０：（撮像順序カウンタの初期設定）
新規パノラマ撮影処理が選択されると、図１１で制御部２０は制御部２０のＲＡＭ（また
はＤＲＡＭ１４のワークエリア１４４）に設けた撮像順序カウンタの値として１を設定す
る。
【０１１４】
ステップＵ１：（画像の取込、スルー表示）
次に、デジタルカメラ１００は撮像レンズ１１１の視野（画角）内の被写体像を取込んで
スルー画像バッファＧｓ（図２）に記憶すると共に表示部４０に送ってスルー表示する。
【０１１５】
ステップＵ２：（撮像順序ガイド表示）
また、制御部２０は画面の特定の箇所に（本実施例では、最初は画面の中央部下部、次の
撮像からは指定方向に順次）撮像順序カウンタの値に対応する個数の撮像順序ガイド５１
１を撮影方向に応じて順次表示する（図１３（ｃ），図１３（ｄ））。
また、本実施例では今回の撮影している部分の撮像順序を示す撮像順序ガイドを差別表示
（反転、点滅或いは強調表示等）してユーザに分りやすいようにしている。また、本実施
例では撮像順序ガイドとして図形（正方形）と数字（撮像順序カウンタの値）が組合され
た図形を表示しているがこれに限定されない。
【０１１６】
ステップＵ３：（撮像指示（シャッター操作））
ユーザがスルー画像および撮像順序ガイドおよび位置合せガイドを見ながらデジタルカメ
ラ１００を指定した方向に移動させてスルー画像の右端部分（または左端部分）と重畳表
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示されている右位置合せガイド（または左位置合せガイド）が一致するようにカメラの位
置を調整し、一致した時にシャッターボタン３６を操作（押し下げ）する。
但し、パノラマ撮影の開始直後（一番最初）は位置合せガイドは表示されないので、ユー
ザは被写体の特定の部分（例えば、撮影上重要なポイント）を最初に撮ることもできる。
【０１１７】
制御部２０は操作部３０からの状態信号を調べ、シャッターボタン３６が押されたか否か
を判定し、シャッターボタン３６が押された場合には撮像指示があったものとしてＵ４に
遷移し、そうでない場合にはＵ１に戻って画像の取込とスルー画像表示（撮像順序ガイド
および位置合せガイド付））を行なう。
【０１１８】
ステップＵ４：（撮像した分割画像の保存記憶）
上記ステップＵ３でシャッターボタン３６が押されると、制御部２０はスルー画像バッフ
ァＧｓに記憶されている画像（すなわち、撮像された分割画像）を取り出して、ＪＰＥＧ
圧縮処理を施してフラッシュメモリ５０に保存記録する。
また、この時、画像番号や、記録位置、撮影日時、撮像画像の種類、記録密度（或いは画
像サイズ）等の画像情報を画像情報登録リスト６０に登録する。また、同時に再生時にパ
ノラマ画像として合成するために必要な情報、例えば、画像番号、分割画像の撮像順序、
重複部分情報（すなわち、位置合せガイド位置情報）等をリンクテーブル７０に記録する
。また、合成順序欄７３に撮像順序カウンタの値（＝撮影順序ガイドに表示されている数
値）を仮登録する（この場合、撮影方向が左方向の場合には＋値として登録し、右方向の
場合には－値として登録する（後述、図１２参照））。
【０１１９】
ステップＵ５：（パノラマ撮影終了判定）
制御部２０は操作部３０からの状態信号を調べ、ユーザがパノラマ撮影終了操作をしたか
否かを判定し、終了操作をした場合にはＵ１２に遷移してパノラマ撮影終了を行ない、そ
うでない場合にはＵ６に遷移して撮影方向選択処理を行なう。なお、本実施例ではパノラ
マ撮影処理モード指示スイッチ３７の目盛を「パノラマ撮影終了」の位置に合せることに
より終了操作を行なっている。
【０１２０】
ステップＵ６：（撮影方向選択）
制御部２０は撮影方向を得るために、表示されているスルー画像に重畳させて撮影方向指
示案内５１１を表示し、撮影方向の指定操作を促す（図１３（ｂ）参照：図１３（ｂ）の
例で「→＋」は右方向を撮影する場合には＋ボタンを押すことを意味し、「←－」は左方
向を撮影する場合には＋ボタンを押すことを意味する）。
なお、案内表示としてアイコンを表示してもよく、また、＋／－ボタン３５の代りにカー
ソルキーやタッチペン等のポインティングデバイスを用いるようにしてもよい。
【０１２１】
ステップＵ７：（撮影方向の判定）
制御部２０は操作部３０からの状態信号を調べ、＋が押された時にはＵ８に遷移し、－が
押された時にはＵ１０に遷移する。なお、制御部２０は遷移先（または、遷移先を示すフ
ラグ値）を制御部２０のＲＡＭ（またはＤＲＡＭ１４のワークエリア１４４）に一時記憶
する。また、所定時間経過しても＋／－ボタンが押されない場合には前回と同じ方向であ
ると判定し、制御部２０のＲＡＭ（またはＤＲＡＭ１４のワークエリア１４４）に一時記
憶されている遷移先に遷移する（但し、一番最初は＋／－ボタン３５が押されるまで待つ
）。
ステップＵ８：（撮像順序ガイド右側表示処理）
制御部２０は撮像順序ガイド用バッファＧｏ（図２）の特定の箇所（この場合、本実施例
では最初は画面の中央部下部に相当する部分）の右側方向に撮像順序カウンタの値ｉと同
じ数を表示した撮像順序ガイド５１  １－ｉを記憶する。
【０１２２】
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ステップＵ９：（左位置合せガイド表示処理）
制御部２０は今回撮像した画像（ＤＲＡＭ１４のスルー画像用バッファＧｓに記憶されて
いる分割画像）の右端から所定長の相当部分を位置合せガイドとして切り出し、位置合せ
ガイド用領域１４２の左位置合せガイドバッファＧｇｌに記憶し、撮像順序カウンタに１
を加えてからＵ１に遷移して次の画角の被写体像の取込およびガイド付スルー表示を行な
う。
【０１２３】
ステップＵ１０：（撮像順序ガイド左側表示処理）
制御部２０は撮像順序ガイド用バッファＧｏの特定の箇所（この場合、本実施例では最初
は画面の中央部下部に相当する部分）の左側方向に撮像順序カウンタの値ｊと同じ数を表
示した撮像順序ガイド５１  １－ｊを記憶する。
【０１２４】
ステップＵ１１：（右位置合せガイド表示処理）
制御部２０は今回に撮像した画像（ＤＲＡＭ１４のスルー画像用バッファＧｓに記憶され
ている分割画像）の左端から所定長の相当部分を位置合せガイドとして切り出し、位置合
せガイド用領域１４２の右位置合せガイドバッファＧｇｒに記憶し、撮像順序カウンタに
１を加えてからＵ１に遷移して次の画角の被写体像の取込およびガイド付スルー表示を行
なう。
【０１２５】
ステップＵ１２：（パノラマ撮影終了処理）
制御部２０は、リンクテーブル７０の合成順序欄７３に登録された撮像順序を調べ、今回
のパノラマ撮影で撮像された順番（マイナスの順番も含む）の最も小さな値から順番（す
なわち、一番小さい値の順序を１番として順次）に番号を付け直し、その番号を合成順序
欄７３に登録し直して処理を終了する。
【０１２６】
［撮影順序、撮影表示ガイドの表示順序および合成順序の関係］
図１２で、（ａ）はパノラマ撮影方向を右方向のみとした例であり、撮影順序表示ガイド
６０１は右方向に「１」，「２」，「３」，「４」の順序で表示されており、合成順序と
一致している。また、リンクテーブル７０の撮像順序欄の登録内容（図１２（ｄ））とも
一致している。
【０１２７】
また、（ｂ）はパノラマ撮影方向を左方向のみとした例であり、撮影順序表示ガイド６０
２は右方向に「４」，「３」，「２」，「１」の順序で表示されており合成順序とは一致
するが、撮像順序欄の登録内容（図１２（ｅ））とは逆である。
【０１２８】
また、（ｃ）はパノラマ撮影方向を右方向、左方向と切替えた例であり、撮影順序表示ガ
イド６０３は右方向に「７」，「６」，「４」，「１」，「２」，「３」，「５」，「８
」の順序で表示されており合成順序とは一致するが、撮像順序欄の登録内容（図１２（ｆ
））とは異なっている。
【０１２９】
そこで、本実施例では図１１のフローチャートのステップＵ４でリンクテーブル７０の合
成順序欄７３に撮影カウンタの値（＝撮影順序ガイドに表示されている数値）を撮影方向
が右方向の場合には＋値として仮登録し、左方向の場合には－値として図１２（ｄ）’，
（ｅ）’，（ｆ）’に示すように仮登録する。
【０１３０】
次に、パノラマ撮影が処理したときに終了処理としてステップＵ１２で合成順序欄７３に
登録された撮像順序を調べ、最小値から順番（すなわち、一番小さい値の順序（＝マイナ
スの場合は絶対値の大きい値）を１番として順次）に番号を付け直し、その番号を合成順
序欄７３に登録し直して処理を終了する。
【０１３１】
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具体的には、図１２（ｄ）’の合成順序欄の値「１」，「２」，「３」，「４」はステッ
プＵ１２での変換後も「１」，「２」，「３」，「４」となり、（ａ）に示されている合
成順序と一致する。すなわち、この場合は変換後の合成順序欄７３の値に基づいて撮影順
序の「１」，「２」，「３」，「４」の順に左から右方向に張合わせればよい。
【０１３２】
また、図１２（ｅ）’の合成順序欄の値「１」，「－２」，「－３」，「－４」はステッ
プＵ１２での変換後は「４」，「３」，「２」，「１」となり、（ｂ）に示されている合
成順序と一致する。すなわち、この場合も変換後の合成順序欄７３の値に基づいて「４」
，「３」，「２」，「１」の順に左から右方向に張合わせればよい。
【０１３３】
また、図１２（ｆ）’の合成順序欄７３の値「１」，「２」，「３」，「－４」，「５」
，「－６」，「－７」，「８」は、－７＜－６＜－４＜１＜２＜３＜５＜８から、ステッ
プＵ１２での変換後は「７」，「６」，「４」，「１」、「２」，「３」，「５」，「８
」となり、（ｃ）に示されている合成順序と一致する。すなわち、この場合も変換後の合
成順序欄７３の値「７」，「６」，「４」，「１」、「２」，「３」，「５」，「８」と
の順に左から右方向に張合わせればよい。
【０１３４】
上記構成により、簡単な操作で所望の被写体を中心としたバランスのよいパノラマ画像を
得る行なうことができる。また、撮影方向を右或いは左（上または下でもよい）に一方向
したり、途中で逆方向に切替えたり、交互に方向を切替えて撮影することができる。
【０１３５】
また、指定した撮影順序を示す撮影順序ガイドを表示するので、撮影方向を誤ることがな
い。さらに、撮影順序ガイドを表示することによりパノラマ画像のバランス（例えば、重
要な被写体を中心にしたパノラマ撮影を行なおうとして知らず知らずに一方向に偏った撮
影を行なってしまうようなことを防止できる（最初の撮影順序ガイドが常に中心になるよ
うに撮影方向を切替えることができる）。
【０１３６】
また、記録画像または直前の撮像画像の右端または左端部分をガイドとしてスルー画像に
表示するので画像を繋ぎやすく、また、継ぎ目がスムースになる。
【０１３７】
（具体例）
図１３の例で、（ａ）はパノラマ撮影対象の風景、（ｂ）は構図上重要な被写体としてパ
ノラマ画像の中央に位置させるために最初に撮影した分割画像５１０であり、撮影順序「
１」が強調表示された撮影順序表示ガイド５１１が画面中央下部に表示されている。
また、（ｃ）は撮影方向として＋／－キーの＋を押して右方向を指定した後にユーザがデ
ジタルカメラ１００の位置を右方向に向けたときのスルー画像であり、撮影影順序「１」
，「２」が表示（「２」は強調表示）された撮影順序表示ガイド５１１が画面中央下部に
表示されて、更に、案内表示５１２が表示され、また、部分画像５１０の右端部分が左位
置合せガイドＡとして左端に表示されている。
【０１３８】
また、（ｄ）は（ｃ）に示されたスルー画像の左端部とガイドＡが一致するようにデジタ
ルカメラ１００の位置を調整してシャッターボタン３６を押した後、撮影方向として＋／
－キーのーを押して左方向を指定した後にユーザがデジタルカメラ１００の位置を左方向
に向けたときのスルー画像であり、撮影順序「１」，「２」，「３」が表示（「３」は強
調表示）された撮影順序表示ガイド５１１が画面中央下部に表示されて、更に、部分画像
５１０の左端部分がガイドＢとして右端に表示されている。
また、（ｅ）は上記部分画像５１０，５２０，５３０をフラッシュメモリ５０に保存記録
し、リンクテーブル７０にこれらの撮影順序、合成順序およびガイド位置を登録したのち
、再生したパノラマ画像（合成画像）を示す。この例では、中央に家が配置されたバラン
スのよいパノラマ画像が得られた。
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【０１３９】
（変形例  ３－１）
また、上記図１１の構成ではステップＵ６で撮影方向をユーザが指定するようにしている
が、ステップＵ０の次に「左方向撮影」、「右方向撮影」「交互撮影」を選択する選択画
面を表示するようにした場合には、ステップＵ６での撮影方向指示動作を省略してもよい
。なお、ステップＵ６での撮影方向指示動作を省略した場合で、「交互撮影」が選択され
た場合には撮像後にユーザはデジタルカメラ１００の方向を反対方向に向けて撮像する必
要がある。
【０１４０】
（変形例  ３－２）
また、図１１の構成では分割画像を個々に保存記録する場合の例を示したが、各分割画像
を合成して保存記録する場合の動作例についても変形例  １－１（図６（ｂ））の場合と
同様の手順（但し、記録画像への追加なし）で行なうことができる。
【０１４１】
（変形例  ３－３）
また、変形例  １－２（図６（ｃ））の場合と同様の手順（但し、記録画像への追加なし
）でも行なうことができる。
【０１４２】
また、上記図１１の構成ではステップＵ８，Ｕ１０で撮影順序ガイドを表示するようにし
ているが、撮影順序ガイドの表示を行なわないように構成してもよい。
【０１４３】
以上本発明の一実施例について説明したが、本発明は上記実施例や変形例に限定されるも
のではなく、種々の変形実施が可能であることはいうまでもない。
【０１４７】
【発明の効果】
　 の発明の撮像装置によれば、重要な被写体を最初に撮像して、交互に撮像方向を変
えて撮像し、重要な被写体パノラマ画像の中央になるようにすることができる（すなわち
、バランスのよいパノラマ合成画像を得ることができる）。
【０１４８】
　また、 の発明の撮像装置によれば、

【０１５１】
　また、 の発明の撮像装置によれば、位置合せガイドの表示位置が自動的に指示され
る撮像方向によって決定されるので、ユーザが撮影方向を誤った場合に重複部分が一致し
なくなるので移動方向の誤りに気付くことができ、結果として撮影の誤りがなくなる。
【０１５２】
　また、第４の発明によれば、上記第３の発明の撮像装置において、スルー画像に今回の
撮影順序と撮影方向を示す撮像標識が表示されるので、撮影順序のバランスをみて、重要
な被写体パノラマ画像の中央になるようにすることが簡単にできる。また、ユーザによる
撮像方向の誤りを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のパノラマ撮影方法を適用可能な撮像装置の一実施例としてのデジタルカ
メラの回路構成例を示すブロック図である。
【図２】パノラマ撮影時のＤＲＡＭのレイアウトの一実施例を示す説明図である。
【図３】パノラマ撮影モードでの処理プロセスの一実施例を示すプロセスチャートである
。
【図４】画像情報登録リスト構成の一実施例の説明図である。
【図５】リンクテーブル構成の一実施例の説明図である。
【図６】パノラマ撮影処理モードのうちの追加モード（追加パノラマ撮影処理）の処理手
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第１

第２ パノラマ画像としてではなく通常の状態で撮影
記録されている複数の記録画像の中の所望の記録画像を選択し、この選択された記録画像
に繋がるように新たな分割画像を撮影してパノラマ画像を得ることができる。

第３



順の一例を示すフローチャートである。
【図７】追加パノラマ撮影処理の具体例の説明図である。
【図８】パノラマ撮影処理モードのうちの修正モード（パノラマ画像修正）の処理手順の
一例を示すフローチャートである。
【図９】修正部分決定処理の説明図である。
【図１０】パノラマ画像修正処理の具体例の説明図である。
【図１１】パノラマ撮影処理モードのうちの通常モード（新規パノラマ撮影）の処理手順
の一例を示すフローチャートである。
【図１２】撮影順序、撮像順序表示ガイドの表示順序と合成順序の関係を示す説明図であ
る。
【図１３】本発明に基づく新規パノラマ撮影処理の具体例の説明図である。
【図１４】パノラマ撮影の従来例（ガイド表示例）の説明図である。
【符号の説明】
１１　光学系（撮像手段）
１２　信号変換部（撮像手段）
１３　信号処理部（撮像手段）
２０　制御部（記録画像選択手段、パノラマ画像合成手段、画像置換手段、繋ぎ合わせ方
向変更手段）
３５　＋／－ボタン（記録画像選択手段、部分指定手段、部分指定手段、繋ぎ合わせ方向
変更指示手段）
４０　表示部（記録画像選択手段、撮像方向指示手段、修正部分指定手段、部分指定手段
、スルー画像表示手段、位置合せガイド表示手段）
７０　リンクテーブル（繋ぎ合わせ方向制御手段）
１００　デジタルカメラ（撮像装置）
２１０，２２０，２３０，５１０　分割画像
２４０、４００、４００’、５５０
５１１　撮影順序表示ガイド（撮像標識）
Ａ，Ｂ　位置合せガイド（繋ぎ合わせ方向指示手段）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】
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